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グループで意見交換をする参加者（岡

山市北区のゆうあいセンターで）

「
被
災
地
の
た
め
何
で
き
る
７
」

　
　
　
　
　
高
校
生
ら
意
見
交
換

　
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
　
（
岡
山
市
北

区
）
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
中
学
生
・

高
校
生
会
」
は
５
日
、
岡
山
市

北
区
南
方
の
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
高
校
生
が
意
見
交
換

を
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い

た
。

　
開
会
メ
ン
バ
ー
を
含
む
県
内

外
の
高
校
生
ら
約
3
0
人
が
参

加
。
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
「
被
災
地
の
復
興
支
援
の

た
め
に
何
が
出
来
る
か
」
　
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
た

め
の
工
夫
は
」
　
「
岡
山
で
の
防

災
に
つ
い
て
高
校
生
に
で
き
る

こ
と
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話
し

合
っ
た
。

　
　
「
高
校
生
同
士
で
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
し
た
り
、
吹
奏
楽
の
合
‐

同
演
奏
を
し
た
り
し
て
親
交
を

深
め
る
」
　
「
ソ
ー
ー
シ
ャ
ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

　
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
利
用
し
て
同
世
一

代
に
参
加
を
促
す
」
　
「
被
災

状
況
な
ど
の
統
計
や
印
象
的

な
言
葉
を
使
っ
た
ポ
ス
タ
ー

を
作
り
、
災
害
が
少
な
い
と

安
心
し
て
い
る
県
民
に
危
機
感

を
持
た
せ
る
」
な
ど
の
意
見
が

出
た
。
最
後
に
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表

し
た
。

　
浪
鼎
狸
ぬ
浪
郷
得
疎
漏
３
群

山
本
卦
訃
さ
ん
（
1
7
）
は
「
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
た
。
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
感
じ
、
考
え
た
こ
と
を

学
校
の
友
達
に
も
伝
え
た
い
」

と
話
し
、
同
会
リ
ー
ダ
ー
の
県

立
岡
山
操
山
高
３
年
獣
愕
隆
介

さ
ん
（
1
7
）
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
し
て
荷
が
重
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
た
ず
、
興
味
が
あ
れ
ば
活

動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
た
。
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